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核

クロマチン

染色体

DNA

細胞膜

~50nm

細胞 人体＝約60兆個の細胞で構成される
核＝細胞内小器官、内部に46本の染色体を持っている

染色体＝細胞の遺伝情報の保存と伝達を担う

転写

mRNA
リボゾーム

翻訳

タンパク質（遺伝子）

クロマチン＝DNAとヒストン（タンパク質）で構成される構造体

（Chromosome）

（Chromatin）

生物の構造・機能における基本単位

遺伝子発現

ヒストン



核

DNA

我々の研究目的
「人工遺伝子スイッチ」の創成

DNAと結合する化学分子で
特定の遺伝子発現を制御

ヒストン

染色体

クロマチン

Control !



二本鎖DNAの minor groove 内に可逆的に強く結合する
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W	=	A	or	T

人工合成化学分子

PyとImの分子内の配置により
特定の塩基配列を認識する

DNA塩基配列特異性

DNA結合性
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DNA塩基配列特異性

DNA結合性

DNA塩基配列特異的

DNA塩基配列特異的＋DNAとの反応性

＋HDAC阻害活性

特定の遺伝子発現を抑制する

特定の遺伝子発現を活性化する

DNAと結合する合成化学分子で
特定の遺伝子発現を制御する研究



DNA塩基配列特異的

5'-CTTGACCATG-3'

3'-GAACTGGTAC-5'

Indole : A djustm ent, Stability

C BI : A denine N 3 -A lkylation
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G-C base pair for Im/Py
A-T base pair for Py/Py

ＣＢＩ

seco-CBI

T.	Bando	et	al.	Bioconjugate Chem.	2006,	17,	715-720.

アデニン塩基と反応する

特定のDNA塩基配列を

認識して反応する分子

seco-CBI

重要なスペーサー

「OFF」



DNA塩基配列特異的
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特異的に特定の
遺伝子発現を活性化

「ON」

人工的にヒストンのアセチル化をコントロールする
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